
主治医：

月日

項目 当日（治療前） 当日（治療後）

検査

活動・安静度

・血管造影室にストレッチャーで
　搬入します
・治療が２番目以降の方は朝から点滴をし
 て、病室で待機になります

・治療後は絶対安静です
・体の向きを変えるのは看護師が行います
・放射線科医師の指示した時間安静に
　なります（４時間です）
　※刺した方の足は絶対に膝と股関節を曲げ
　　ないでください
・看護師を呼ぶ際は、ナースコールをご使用
　してください
・離床時は看護師が介助します

食事
・治療前は、朝から食べたり、飲んだりが
　できません絶飲食）

・治療終了後は食べる・飲むことができます
　※ただし、安静中は、寝たままで食べる
　　飲むことになります
・検査後は造影剤が尿中に排出されるように
　水分を十分に取りましょう

清潔 ・シャワー浴ができます ・起床後は歯磨きをします

【退院後の生活について】
・内腸骨のコイル塞栓の場合は、臀部の痛みや、
　跛行（引きずる歩行）になることがあります
・歩行は休憩をしながら行いましょう

【以下の症状があるときは、病院へご連絡ください】
・傷口が化膿したり、赤く腫れる
・発熱（38.0℃以上）が続く

【緊急連絡先】
月～金時間内（8：30～16：30）心臓血管外科外来：0985-85-9885
　　　　　　　　　　　　　　　　 　総合予約室：0985-85-1225
土・日・祝日時間外（16：30～8：30）３階東病棟：0985-85-1769

・当日は化粧をしないでください
・貴重品は床頭台内の金庫で管理してください

排泄 ・制限はありません ・治療前に病室で尿の管が入ります

・制限はありません
・夕食まで食事が出ます

・安静解除後に尿の管が抜けます

・穿刺部（傷）の確認を
　します
・腹部・臀部が痛い時は
　鎮痛剤を使用します

宮崎大学医学部附属病院

担当看護師：

入院:治療前日

／ ／ ／

・追加で検査がある場合はご説明します

治療後１日目

・傷の腫れや赤みがない
・退院指導の内容が理解できる

・制限はありません

※この経過表は入院から退院までのおおよその経過をお知らせするものです。諸所の理由で経過通りにいかない場合もありますことをご了承ください

／

治療・薬剤
(点滴・内服)

・処置
・リハビリ

・持参された薬の確認を薬剤師が行います
・治療までの流れや必要な物品の説明を行います
・除毛、足背動脈にマーキングを行います

達成目標 ・経過について理解し治療の準備ができる

・ガーゼ交換後に、
　シャワー浴ができます

・制限はありません

患者様及びご
家族への説明

栄養指導
服薬指導

・主治医より説明があります
・治療に必要な物品を揃えます
・必ずマニキュアを落として爪を切ってください
・治療入室時間について説明します

コイル塞栓術を受けられる患者さんへ

・治療前に点滴を行います
・内服薬については医師が指示した薬のみ
　内服します
・緊張を和らげ、眠たくなる筋肉注射を
　します

患者氏名：

・足趾の運動ができる
・末梢動脈の触知ができる
・刺入部の赤身や腫れ痛みがない
・下肢のしびれ・循環障害がない

・制限はありません

・制限はありません

退院：治療後２日目～７日目（入院４日目～８日目）

・血管造影室で治療をします ・採血

・治療が終了し、安静解除後に点滴が抜けます


